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こ
の
特
別
な
支
部
総
会
を
、サ
ツ
キ
の
咲
き
誇
る

明
治
記
念
館
の
窓
越
し
に
新
緑
の
映
え
る「
丹
頂
の

間
」で
開
催
で
き
た
こ
と
は
、喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

最
初
に
、総
会
出
席
者
48
名
、有
効
委
任
状
提
出
者

81
名
で
、正
会
員
1
7
4
名
の
1
/
5
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
総
会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
鷲
崎
支
部
長
か
ら
、皆
様
の
ご
協
力
で
1
年
間

の
務
め
を
終
え
、支
部
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。続
い
て
岩
村

会
長
か
ら
、理
事
会
で
は
新
し
い
企
画
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
皆
様
に
積
極
的
に
活
動
に
加
わ
っ
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、第
1
、2
号
議
案
の
2
0
2
2
年
度

事
業
報
告
、決
算
報
告
が
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
報
告
事
項
1
、2
の
2
0
2
3
年
度
事
業
計

画
、予
算
書
、新
し
い
東
京
支
部
奨
学
金
規
程
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
本
総
会
の
後
、書
記
の

一
人
で
あ
る
田
中
紀
子
委
員
が
都
合
で
辞
任
さ
れ
、

支
部
委
員
会
で
、太
田
惠
子
委
員
が
書
記
と
な
り
ま
し

た
。役
員
人
事
は
総
会
の
審
議
事
項
で
す
が
、事
情
に

鑑
み
本
誌
上
に
て
ご
承
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

続
い
て
2
0
2
2
年
度
東
京
支
部
国
内
奨
学
生
の

望
月
麻
紀
さ
ん
か
ら
、26
年
の
記
者
生
活
の
後
、看
護

師
を
目
指
し
た
経
緯
と
、病
院
へ
の
就
職
ご
決
定
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

午
後
の
懇
親
会
は
ガ
ラ
リ
と
雰
囲
気
が
変
わ
り
、

「
エ
デ
ン
の
東
」、「
男
と
女
」、「
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
」他

の
懐
か
し
い
映
画
音
楽
が
流
れ
る
な
か
、中
村
元
会
長

の
乾
杯
で
昼
餐
と
な
り
ま
し
た
。明
治
神
宮
に
奉
納
さ

れ
た
お
神
酒
が
注
が
れ
、祝
い
の
膳
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。宴
も
た
け
な
わ
の
頃
、加
納
前
会
長
か
ら
6
月

24
日
の
支
部
講
演
会
場
の
今
井
館
に
関
す
る
お
話

（
P
３
で
紹
介
）、新
入
会
員
の
方
々
か
ら
入
会
の
動

機
や
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。意
欲
に
満
ち
た
ス

ピ
ー
チ
は
、会
場
を
い
っ
そ
う
明
る
く
し
て
く
れ
ま
し

た
。ま
た
、市
川
副
会
長
が
懇
親
会
か
ら
ご
参
加
、全
国

総
会
参
加
の
呼
び
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

収
益
事
業
委
員
会
の
バ
ザ
ー
も
好
評
で
し
た
。ま

た
、ト
ル
コ
地
震
支
援
募
金
箱
に
3
4
，5
0
0
円
が

集
ま
り
ま
し
た
。ご
協
力
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

4
月
16
日
、明
治
記
念
館
に
て
支
部
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。次
の
三
つ
の
意
味
で
と
て
も
お
め
で
た
い

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
１
）4
月
は
感
染
者
が
減
り
、四
年
ぶ
り
に
会
員
が
対

面
で
集
え
た
こ
と
。

（
２
）移
行
時
の
資
産
、即
ち
先
輩
方
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
原
資
を
も
と
に
支
部
国
際
奨
学
生
、支
部
国
内

奨
学
生
を
支
援
で
き
、昨
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
。

先
輩
方
に
は
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
３
）会
員（
匿
名
）か
ら
の
多
額
の
寄
付
に
よ
り
新
し
い

東
京
支
部
奨
学
金
事
業
が
発
足
し
た
こ
と
。

写真上段：右から
鷲崎支部長、
長谷川副支部長
左：総会風景
上：新入会員の方々
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ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
「
生
き
も
の
」
に
興
味
を

持
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

京
都
の
公
立
小
・
中
・
高
で
学
び
、
実
験

が
大
好
き
な
子
ど
も
で
し
た
。
一
瞬
に
し
て

色
が
変
わ
る
化
学
変
化
に
魅
せ
ら
れ
ま
し

た
。
大
学
は
奈
良
女
子
大
学
理
学
部
化
学
科

が
第
一
希
望
で
し
た
が
、
合
格
で
き
た
の
は

第
二
希
望
の
生
物
学
科
動
物
学
専
攻
で
し

た
。
不
本
意
な
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
高
校
で
学
ば
な
か
っ
た
D
N
A
を
知
り
、

生
物
の
本
当
の
面
白
さ
に
目
覚
め
ま
し
た
。

―
カ
エ
ル
と
の
出
会
い

　

卒
論
で
は
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
発
生
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
カ
エ
ル
は
、
四
億
年
前
、

生
き
も
の
が
水
中
か
ら
陸
上
に
出
現
し
た
進

化
の
歴
史
を
ほ
ん
の
数
日
の
間
に
見
せ
て
く

れ
る
の
で
す
。
は
じ
め
は
魚
の
よ
う
に
丸
く

て
小
さ
か
っ
た
口
が
、
獲
物
を
と
ら
え
や
す

い
大
き
な
口
へ
。
目
も
飛
び
出
し
て
き
て
顔

つ
き
が
変
わ
り
、
尾
も
な
く
な
り
ま
す
。
陸

上
生
活
に
適
応
で
き
る
よ
う
に
、
体
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
過

程
が
た
ま
ら
な
く
魅
力
的
で
、「
生
き
も
の
っ

て
す
ご
い
！
」
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

母
校
奈
良
女
子
大
学
の
附
属
中
・
高
校
で

30
年
間
理
科
（
生
物
）
を
教
え
た
後
、
副
校

長
を
５
年
務
め
ま
し
た
。

　ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
思
い
は
？

　

２
０
０
２
年
７
月
に
附
属
学
校
部
長
か
ら

「
奈
良
女
子
大
学
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

女
性
教
員
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
翌

年
、
女
性
教
員
を
日
本
に
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
事
前
調
査
団
を
派
遣
す
る
の
で
加
わ
っ
て

ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
未
知
の
国
に

興
味
が
あ
り
、「
は
い
」
と
即
答
。
そ
れ
が

こ
の
国
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ

か
け
で
す
。
調
査
時
に
は
顕
微
鏡
や
偏
光
板

を
持
ち
込
ん
で
実
験
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に

取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
に

は
J
I
C
A
短
期
専
門
家
と
し
て
３
月
と
８

月
、
３
週
間
ず
つ
カ
ブ
ー
ル
で
理
科
教
育
指

導
を
し
ま
し
た
。

―
私
費
で
バ
ー
ミ
ヤ
ン
に
校
舎
を
建
設

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
私
は
バ
ー
ミ
ヤ
ン

に
と
て
も
惹
か
れ
ま
す
。
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
大

仏
は
タ
リ
バ
ン
に
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
日

本
で
私
が
学
校
に
行
く
と
き
に
東
大
寺
大
仏

の
前
を
通
り
ま
す
の
で
、
牧
歌
的
な
と
こ
ろ

が
奈
良
と
似
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。「
バ
ー

ミ
ヤ
ン
に
学
校
を
！
」
の
気
持
ち
が
ど
ん
ど

ん
大
き
く
な
り
、
チ
ャ
プ
ダ
ラ
村
の
学
校
の

中
道
貞
子
さ
ん

大
学
女
性
協
会
副
会
長
、
奈
良
支
部
長

校
舎
建
設
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
決

意
。
２
０
０
５
年
10
月
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
を
執
り
行
う
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

　

生
徒
の
中
に
足
の
悪
い
ア
レ
フ
が
い
ま
し

た
。
ア
フ
ガ
ン
で
は
手
術
を
受
け
ら
れ
な
い

の
で
日
本
に
招
き
ま
し
た
。
彼
は
歩
け
る
よ

う
に
な
っ
て
帰
国
。
今
は
、
私
の
連
絡
係
と

し
て
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
支
部
長
と
し
て
の
ご
活
動
は
？

　

近
畿
支
部
グ
ル
ー
プ
（
神
戸
、京
都
、大
阪
、

奈
良
）
で
国
内
奨
学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

会
を
6
月
18
日
に
開
催
。
こ
う
い
っ
た
支
部

間
の
繋
が
り
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
お
願
い
し
て
歴
史

散
歩
を
企
画
、
こ
れ
も
近
隣
の
支
部
を
お
誘

い
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

広
い
世
代
に
会
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

き
、「
見
え
る
化
」「
活
性
化
」
を
図
り
た
い
。

伝
え
た
い
も
の
を
明
確
に
し
、
未
来
に
希
望

を
も
て
る
社
会
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
J
A
U
W
に
何
を
望
ま
れ
ま
す
か
？

　

若
い
人
に
は
海
外
に
出
て
自
分
の
目
で

し
っ
か
り
と
世
界
の

現
実
を
学
び
、
自
国

に
戻
っ
て
役
に
立
て

る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
大
学
女
性
協
会

と
し
て
、
若
い
人
が

活
躍
で
き
る
社
会
に

貢
献
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

元
気
の
源
は
？

　

そ
れ
は
「
好
奇
心
」

で
す
。

元
気
の
源
は

好
奇
心

Interview

中道貞子 (ていこ）さん
2018年 JAUW入会、2022 年 企画
担当副会長　就任

　

６
月
２
日
、
大
雨
の
中
を
J
A
U
W
事
務

所
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
実
現
し
ま
し
た
。
聞
き
手
は
鷲
崎
支
部
長

と
編
集
委
員
の
安
東
で
す
。



「リンボウ先生」でおなじみの林望氏による講演会が、6 月 24 日、 文京区の今井館聖書講堂
で開かれた。静謐で安らぎを与える祈りの空間、出席49名、うち一般参加者が23名。
能においては、「男は男らしく、女は女らしく」といったジェンダー偏向はなく、人間性そ
のものが描きだされる。本誌では能に登場する６つのタイプの女性を紹介する。

　林望氏いわく。このように、能は一人一人の心に染み
入る人の心の真実を扱うものである。形を見せるのでは
なく、どなたの心にもある人間性の様々な側面をいろい
ろな場面を借りて演じて見せる。だからこそ共感でき、
長きにわたり伝え受け継がれてきたといえる。
　お話は、資料としてご用意くださった『源氏物語　賢木』
までたどり着かず、次回が待たれることになった。

今井館について：
近代日本史上、無教会キリスト教伝道者の枠をはるか
に超えた影響力のあった内村鑑三が、終生ここで聖書
の真理を説き続けた建物である。彼とその思想を受け
継ぐ人々の著書１万余点を所蔵する。幾多の変遷を経
てこの地に至り、往時の面影を随所に残している。

能の中の女性たち

一   孤独な女　能「葵上」　　　　　　　
　葵上は光源氏の正妻、気位高く教養の深い高貴な女性
だが、うるはし（端正で愛らしさに欠ける女性）と形容
され、源氏の音づれ（音を出して来訪を告げる）も遠のく。
能では病床にある葵上を畳んだ小袖（出し小袖）を舞台
に置くことで表現。賀茂の祭りの際に葵上一行から受けた
侮辱に耐えかね、恨み、恋慕の情から生霊となって葵上
を苦しめる六条御息所がこの能の主人公。

二   勇ましい女　能「巴」　
　巴御前は木曽義仲の愛人であり女武者、最後の５騎に
なるまで共に戦ったが、義仲に最後まで女を伴っていた
のでは終生の名折れ、落ちのびろと命令され、最後の一
戦として、薙刀を縦横無尽に振り回し、敵を打ち倒して
去っていく。能では義仲を一途に慕い、愛し、そのまっ
すぐな思いを訴える女性として描かれる。女丈夫ぶりが
かえって切ない思いを際立たせる。御前とは素拍子で舞
う男装の美女のこと。

三   待つ、捨てられる女　能「砧」　
　世阿弥の傑作。当時は通い婚、常に女性は男の音づれ
を待つ身。訴訟で京に上った夫は３年たっても戻らず、
夜寒のころになっても一向に帰らない。牡鹿のなく声、
松風の音、どこかで砧を打つ音が、一人寂しく夫を待つ
女の切々とした侘しさを最も美しく造形する。やがて女
は狂気に陥り亡くなる。

四   情欲に駆られる女　能「道成寺」
　純粋な乙女が恋の炎に身を焼かれ、蛇に化身し、お寺
の鐘の中に逃げ込んだ青年僧を焼き殺してしまうという
のが道成寺縁起絵巻に描かれる話。能ではこの後が扱わ
れる。鐘の再建の供養の折、女人禁制にもかかわらず、
白拍子（身分制度の外）が推参、舞を奉納し、乱拍子となっ
て鐘の中に消え行ってしまう。純粋な、思い込んだら命
がけの恋はまかり間違えば、異常なものになる可能性を
も孕んでいる。

五   老女もの　能　「姥捨」
　「桧垣」「姥捨」「卒塔婆小町」は「三老女」といわれる。
奥伝の曲。能は物まね（（写実芸）を本質としているが偽
の位（写実しない位）に属する曲。年寄りは何事も若く
したがるものだということが演じるときの大事。甥に捨
てられた老婆が、あまりに美しい秋の夜、歌枕を見に都
人があらわれてうれしくなり、昔を思い出し懐かしんで、
亡霊となって若い盛りの自分にもどり、華やかに舞う。
　本来は甥の歌った歌を老婆が歌ったものとして扱い、
素材を自在に入れ替えることによって、しみじみとした
中に華やかさを感じさせる曲になっている。

六   子ゆえの煩悩　能「隅田川」
　最も強い煩悩は、子を思う母の執念。かどわかされた
子を訪ねて、芸能者に身を落とし、京からさすらって来て、
隅田川を渡る母が、船頭との問答の一言一言に心を打ち
砕かれていく様を描く。子を失った切実な悲しみを訴え
かける。

東京支部
講演会

（報告  鈴木公江）

林 望 氏
はやしのぞむ

講師
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（
報
告　

支
部
委
員　

森
川 

淳
子
）支部総会にて、左から菊地委員と森川委員

実
施
事
業
等
会
計
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

国
に
よ
る
法
人
改
革
に
伴
い
、Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
で
も
そ
れ
ま

で
の
社
団
法
人
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
を
目
指
し
て
５

年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
２
０
１
１
年
に
申
請
し
認
可

さ
れ
、
２
０
１
２
年
４
月
か
ら
一
般
社
団
法
人
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
社
団
法
人
の
時
に
持
っ
て
い
た
す

べ
て
の
財
産
を
使
い
切
る
ま
で
は
、
移
行
法
人
と
し
て

内
閣
府
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
財
産
は
公
益
事
業
の
み

に
使
う
こ
と
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
は
毎
年
公

益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
で
は
17
年
で
使
い
切

る
こ
と
を
内
閣
府
に
届
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
産
は
本
部
の
財
産
だ
け
で
な
く
、
移
行
時
に

支
部
が
持
っ
て
い
た
財
産
も
含
ま
れ
ま
す
。
正
味
財
産

増
減
計
算
書
内
訳
表
の
左
側
の
、
実
施
事
業
等
会
計
で

す
。
東
京
支
部
で
は
先
輩
諸
姉
の
努
力
に
よ
る
4
，

3
6
5
，7
9
2
円
の
財
産
が
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て

を
公
益
事
業
で
使
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
支
部
で
は
、
当
時
の
委
員
会
、
総
会
で
の
計
画
・

検
討
を
経
て
２
０
０
９
年
度
か
ら
東
京
支
部
国
際
奨
学

金
（
２
名
年
額
各
２
万
円
、
後
に
年
額
各
４
万
円
を
卒

業
時
ま
で
）
を
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
東
京
支
部
国
内

奨
学
金
（
１
名
20
万
円
１
回
）
を
始
め
ま
し
た
。
２
０

２
２
年
度
で
こ
の
時
の
財
産
は
計
画
ど
お
り
０
円
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
実
施
事
業
等
会
計
は
、
本
部
に
先
ん

じ
て
、
終
了
し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、
す

べ
て
の
事
業
は
、
そ
の
他
事
業
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

国
に
よ
る
法
人
制
度
の
法
改
正
に
伴
い
、
２
０
１

２
年
４
月
か
ら
大
学
女
性
協
会
は
そ
れ
ま
で
の
文
部

省
認
可
の
社
団
法
人
（
公
益
法
人
）
か
ら
一
般
社
団

法
人
に
衣
替
え
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ま
で
の

資
産
を
公
益
事
業
に
使
い
切
る
ま
で
は
、
移
行
法
人

と
し
て
内
閣
府
の
管
理
下
に
お
か
れ
厳
し
い
管
理
を

受
け
る
こ
と
を
条
件
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
こ
の
た
び
、
東
京
支
部
で
は
本
部
に
先
駆

け
て
、
二
つ
の
奨
学
金
事
業
に
よ
っ
て
従
来
か
ら
の

資
産
を
使
い
切
り
、
実
施
事
業
会
計
を
終
了
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
長
年
こ

れ
ら
の
事
業
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
委
員
は
じ
め
関

係
各
位
の
ご
努
力
の
賜
物
で
す
。
東
京
支
部
の
皆
さ

ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
年
度
か
ら
は
、

長
年
の
足
か
せ
か
ら
解
放
さ
れ
、
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、

時
代
に
即
し
て
発
言
し
行
動
す
る
大
学
女
性
協
会
東

京
支
部
を
創
り
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。                     

法
人
改
革
に
伴
う

東
京
支
部

奨
学
金
事
業
に
つ
い
て

奨
学
金
事
業
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
ま
で
は
、
実
施
事
業
等
会
計
を
原
資

と
し
、
支
部
国
際
奨
学
金
、
支
部
国
内
奨
学
金
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
実
施
事
業
等
会
計
終
了
に
伴
い

奨
学
金
事
業
も
，
す
べ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

支
部
国
際
奨
学
生
は
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
４
ケ
国

７
名
へ
、
支
部
国
内
奨
学
生
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら

11
名
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
年
前
に
、
会
員
の
方
か
ら
、
奨
学
金
事
業
へ
１
０

０
万
円
の
指
定
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
原
資
と

し
て
、
そ
の
他
事
業
の
事
業
６
で
、
新
た
な
奨
学
金
事

業
と
し
て
、
東
京
支
部
奨
学
金
（
通
称
は
従
来
と
同
じ

チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
金
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
新
た
な

奨
学
金
は
、
応
募
資
格
を
「
23
ケ
月
以
上
の
就
労
の
後
、

東
京
支
部
圏
に
本
部
を
置
く
文
部
科
学
省
の
認
可
す
る

大
学
の
３
年
次
ま
た
は
大
学
院
1
年
次
に
在
学
す
る
女

性
・
性
自
認
女
性
と
す
る
。」
と
し
ま
し
た
。
今
後
数
年

間
は
こ
の
奨
学
金
事
業
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Message

　
　
　
　
　
　
中
村 

久
瑠
美

新
た
な
一
歩
！ 

を

踏
み
出
す
年
に

（
2
0
1
4
年
度
ー
２
０
１
6
年
度
上
期 

会
長
）

支部総会時の中村元会長



◎新たな企画は、随時お知らせします。

支部総会　於 JAUW事務所
出席11名、議決権行使書による出席88名
（会場出席者の議決権行使書を含む）計88名により開催　
第1号議案～第5号議案を原案どおり承認
第1回支部委員会
年度内10回開催（対面・オンライン併用）

奨学金事業　
東京支部国内奨学金（通称 チャレンジ奨学金）
2年以上の就労経験後、大学3年に在学する女性1名に
20万円支給
東京支部国内奨学生募集　

広報
　  「ともしび」第72号発行
　  「ともしび」第73号発行
　　ホームページ：
　　随時更新「ともしび」第1～第55号のPDF版を掲載
　　メールマガジン ：
　　登録者に、本部、支部のお知らせを随時配信

4月17日

4月17日

7月15日
2023年1月28日

7月25日
2023年3月6日

6月12日

11月20日

支部事業

支部事業

本部事業（主な事業・支部関連事業）

本部事業（主な事業・支部関連事業）

2023年度東京支部事業計画

支部総会　於 明治記念館　
支部会員の出席と委任状により開催
第1回支部委員会　年度内10回開催
　
奨学金事業
東京支部奨学生募集（通称 チャレンジ奨学生）　
東京支部奨学金支給

広報　
「ともしび」第74号発行
「ともしび」第75号発行
ホームページ：随時更新
メールマガジン：
　登録者に、本部、支部のお知らせを随時配信

講演会・勉強会・見学会・懇親会
懇親会（支部総会後）
講演会　　

JAUW第11回定時会員総会　
於ANAクラウンプラザホテル岡山　
出席者85名、議決権行使書による出席247名、
計332名により開催

講演会・勉強会・見学会      
　第1回　東京支部オンライン講演会
講師：陳兆昱氏（本部ホームズ奨学生）
題目：「女性の政治参加と国家間紛争」

第2回　東京支部オンライン講演会
講師：長谷川瑞穂（東京支部会員）
題目：「言語保持と社会変化に対応するイヌイットの女性たち」

5月22日

10月22日

4月16日

4月22日

7月15日

7月24日

4月16日
6月24日

5月21日

10月21日、22日

6月～9月

2024年1月

2024年3月

2024年1月13日

2023年1月14日

JAUW第12回定時会員総会 　
於 グランドプリンスホテル新高輪

その他　
サークル活動：水墨画教室　映画クラブ
寄付活動：中野区視覚障害者福祉協会へ使用済み切手を送付

その他　
サークル活動：水墨画教室　映画クラブ
寄付活動：中野区視覚障害者福祉協会へ使用済み切手を送付

新春のつどい　於 学士会館

東京支部の事業
以下で支部の事業の内容について、次のページで会計について記載します。

望月麻紀（慶應義塾大学看護医療学部3年）奨学金支給

東京支部国際奨学金

10月、2023年3月 東京支部国際奨学金支給

JAUW国内奨学金（※東京支部圏の募集と選考担当）
・募集書類発送：41大学　
・応募：27大学　31名
・本部選考結果：東京支部推薦から一般奨学生2名、
　　　　　　　　安井医学奨学生1名、
　　　　　　　　社会福祉奨学生2名採用

2022年度JAUW公開シンポジウム
於 エッサム神田ホール2号館会議室　
「教育・ジェンダー・共生―ユースの視点から
    見直そう これからの日本―」　

新春のつどい　於 学士会館201号室

6月～9月　JAUW国内奨学生東京支部圏募集・選考・候補者推薦

発展途上国の高等教育機関に在学する女性2名に
年4万円支給
・バネッサ・ユバネス・マサムロック（フィリピン）
・ピュ・プイン・マイ（ミャンマー）

全国セミナー　於 エッサム神田１号館予定

JAUW国内奨学生東京支部圏募集・選考・候補者推薦

講師：林望氏
題目：「能の中の女性たち」
会場：今井館聖書講堂

〈 5 〉 2023 年 7月 24 日第 74 号と   も   し   び
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(単位：円）

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６科　目
セミナー・
調査研究 奨学金・奨励金 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

120,000

172,000

292,000

4,700

231,000

660

37,500

4,000

4,250

282,110

9,890

42,000

172,000

24,000

28

238,028

40,000

62,163

8,658

3,220

209

37,500

4,000

4,250

160,000

78,028

162,000

344,000

24,000

28

530,028

40,000

66,863

8,658

234,220

869

75,000

8,000

8,500

442,110

87,918

87,918

3,197,201

3,285,119

3,285,119

162,000

344,000

24,000

30

530,030

1,220

40,000

75,241

9,161

234,220

280,000

1,799

150,000

16,000

17,000

824,641

△ 294,611

△ 294,611

3,579,730

3,285,119

3,285,119

158口  入会金4口

172口

サークル他

②以外の消耗品費

「ともしび」72号73号

2

2

1,220

8,378

503

200,000

400

37,500

4,000

4,250

256,251

△ 256,249

80,000

530

37,500

4,000

4,250

126,280

△ 126,280

現金 預金額 会計

実施事業等会計 菊地　 康子

森川 　淳子 会計監査 佐々木澄子　印その他会計

会計監査 早川　惠子　印

8,551 3,276,568三菱ＵＦＪ銀行

間違いのないことを証明いたします。

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており、

2023年3月23日　

銀行名

0 三菱ＵＦＪ銀行 0

2022年度　東京支部  正味財産増減計算書内訳表　(2022年4月1日～2023年3月31日)

実施事業等会計 その他会計

支部計

(単位：円）
その他会計

事業１ 事業２ 事業３ 事業４ 事業５ 事業６ 備　　　考
セミナー・
調査研究 奨学金・奨励金 国際奨学・支援 国際ネットワーク 小計 広報・情報 会員活動 小計

100,000
236,500

336,500

5,000
5,000

242,000

500

70,000
7,000
7,000

336,500
0

78,000
83,500

80,000

225,000

15,000
20

5,000
486,520

320,000
20,000

100,000
57,000
15,000

200,000

10,000
2,000

73,000
8,000
8,000

813,000
△ 326,480

178,000
320,000

80,000

225,000

15,000
20

5,000
823,020

320,000
20,000

100,000
62,000
20,000

242,000

200,000

10,000
2,500

143,000
15,000
15,000

1,149,500

△ 326,480

△ 326,480
3,285,119
2,958,639
2,958,639

1178,000
320,000

80,000

225,000

15,000
20

5,000
823,020

320,000
20,000

100,000
62,000
20,000

242,000

200,000

10,000
2,500

143,000
15,000
15,000

1,149,500
△ 326,480

△ 326,480
3,285,119
2,958,639
2,958,639

172口　入会金6口

160口

講演会参加費等

懇親会費

サークル他

総会懇親会、講演会他

講演会等

講師お車代含む

②以外の消耗品費

「ともしび」２回発行

実施事業等会計

支部計

2023年度　東京支部  予算書（正味財産増減計算書内訳表）　(2023年4月1日～2024年3月31日）

資金残高（2022年3月31日現在）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

　(１)経常収益

　本部会計からの繰入金収入（交付金）

　支部活動費

　事業収益

   　シンポジウム・講演会・講座事業収益

　   支部総会事業収益

     その他の行事参加費

  受託事業

　補助金収益

　受取寄付金

　受取利息

　その他収益

 経常収益計(A)

　(２)経常費用

 事業費

　　会議費

 　 会場費

 　 旅費交通費

 　 通信運搬費

 　 消耗品費①

 　 印刷製本費

 　 諸謝金

　  研修費

 　 支払負担金

 　 支払助成金

  　支払寄付金

　  支払奨学金

    諸会費

 　 図書･資料費

 　 雑費

 事務所費

　  給与手当

　  光熱水料費

 　 消耗品費②

 経常費用計(B)

 当期経常増減額(A-B)

 ２．経常外増減の部

 当期一般正味財産増減額(C)=(A-B)

 一般正味財産期首残高(D)

 一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅲ　正味財産期末残高(C+D)

2

2

1,220

8,378

503

280,000

930

75,000

8,000

8,500

382,531

△ 382,529

△ 382,529

382,529

0

0

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

　(１)経常収益

　本部会計からの繰入金収入（交付金）

　支部活動費

　事業収益

   　シンポジウム・講演会・講座事業収益

　   支部総会事業収益

     その他の行事参加費

  受託事業

　補助金収益

　受取寄付金

　受取利息

　その他収益

 経常収益計(A)

　(２)経常費用

 事業費

　　会議費

 　 会場費

 　 旅費交通費

 　 通信運搬費

 　 消耗品費①

 　 印刷製本費

 　 諸謝金

　  研修費

 　 支払負担金

 　 支払助成金

  　支払寄付金

　  支払奨学金

    諸会費

 　 図書･資料費

 　 雑費

 事務所費

　  給与手当

　  光熱水料費

　　消耗品費②

 経常費用計(B)

 当期経常増減額(A-B)

 ２．経常外増減の部

 当期一般正味財産増減額(C)=(A-B)

 一般正味財産期首残高(D)

 一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅲ　正味財産期末残高(C+D)

科　目

備　　　考

〈 6 〉2023 年 7月 24 日 第 74 号と   も   し   び
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私
は
津
田
塾
大
学
英
文
学
科
を
卒
業
後
、証
券
会
社
、

特
許
事
務
所
で
の
勤
務
を
経
て
、助
産
師
を
目
指
し
慶
應

義
塾
大
学
看
護
医
療
学
部
２
年
生
に
編
入
し
ま
し
た
。そ

し
て
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、２
０
２
３
年
３
月
に

看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
し
、慶
應
義
塾
大
学
を
卒
業
い

た
し
ま
し
た
。

在
学
中
特
に
印
象
深
か
っ
た
こ
と
は
、看
護
学
実
習
で

の
患
者
さ
ん
た
ち
と
の
出
会
い
で
す
。合
計
で
８
領
域
の

実
習
を
回
り
ま
す
が
、ど
の
患
者
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
決

意
や
思
い
を
胸
に
療
養
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、人
は
困
難
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
の
事
実
を
受

け
入
れ
対
処
し
て
い
く
強
さ
が
あ
る
こ
と
も
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。今
で
も
一
人
一
人
の
患
者
さ
ん
た
ち
を
尊
敬

し
て
い
ま
す
。臨
床
に
出
て
か
ら
も
、こ
の
こ
と
を
心
に
刻

ん
で
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
在
学
中
は
、医
療
経
済
学
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
、公
共
政
策
学
、犯
罪
心
理
学
な
ど
、看
護
学
以
外
に
も

多
様
な
学
問
を
学
び
、広
い
視
野
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。よ
り
よ
い
出
産
・
子
育
て
の
た
め
に
は
制
度
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、出
産
ケ
ア
政
策
に
関
す
る
任
意

団
体
で
の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
か
ら
は
、助
産
師
に
な
る
と
い
う
目

標
を
実
現
す
る
た
め
、湘
南
医
療
大
学
専
攻
科
助
産
学
専

攻
に
入
学
し
、引
き
続
き
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。実
は

昨
年
度
、看
護
師
資
格
だ
け
で
は
な
く
助
産
師
資
格
も
取

得
す
る
予
定
で
し
た
が
、思
わ
ぬ
怪
我
を
し
て
し
ま
い
、助

産
学
実
習
を
履
修
で
き
ず
、助
産
師
資
格
は
取
得
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
の
際
は
と
て
も
気
落
ち
し
ま
し
た
が
、助

産
師
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
輩
方
が
私
の
気
持
ち
の
表

出
を
促
し
、そ
れ
ま
で
の
努
力
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
で
、前
を
向
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。思
い
返
せ
ば
、こ

れ
は
私
が
助
産
師
と
し
て
実
践
し
た
い
ケ
ア
そ
の
も
の
で

し
た
。現
在
は
先
生
方
や
学
友
に
も
恵
ま
れ
、充
実
し
た

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。今
で
は
あ
の
経
験
も
意
味
が

あ
っ
た
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
は
、都
内
の
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
に
就
職
す
る
予
定
で
す
。妊
産
婦
さ
ん
や

ご
家
族
が
持
つ
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
実
践
力

を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奨
学
金
贈
呈
式
の
際
に
東
京
支
部
の
先
輩
方
が
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
激
励
の
お
言
葉
は
、今
で
も
私
の
励
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。私
の
目
標
は
女
性
た
ち
が「
産
ん
で
よ

か
っ
た
」「
ま
た
産
み
た
い
」と
思
え
る
よ
う
な
ケ
ア
を
提

供
で
き
る
助
産
師
に
な
る
こ
と
で
す
。山
あ
り
谷
あ
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
精

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
看
護
医
療
学
部
卒
業（
２
０
２
３
年
３
月
）

和
田  

奈
央

勉
学
の
概
要
と
現
況

２
０
２
2
年
度 

東
京
支
部
国
内
奨
学
生
レ
ポ
ー
ト

一般社団法人大学女性協会 東京支部奨学生（通称 チャレンジ奨学生）　2023年度募集要項

Ⅰ 応募資格
23ヶ月以上の就労（アルバイトを除く）の後、東京都・沖縄県・神奈川県・埼
玉県・千葉県・山梨県・三重県に本部を置く文部科学省の認可する大学の
３年次または大学院1年次に在学する女性・性自認女性とする。卒業時ま
で同大学に在学することを条件とする。就労以前の学歴は問わない。 

Ⅱ 支給額および募集人数
奨学金20 万円を１名に１回支給する。返還は求めない。

Ⅲ 応募提出書類
⑴ 一般社団法人大学女性協会東京支部奨学生応募書
⒈ 所定の様式による
⒉ 応募理由は、全体で1000字程度
⒊ 指導教員は、主な履修科目の指導教員であること

⑵ 履歴書・自己紹介書
⒈ 所定の様式による

⑶ 大学の在学証明書
備考⑴ ⑵は、ホームページからダウンロードし、印字可。

Ⅳ 応募方法および締切り
応募者は応募書類を在学大学へ提出する。大学は一括して2023年10月
19日（木）（必着）までに大学女性協会東京支部に提出する。

Ⅴ 選考結果通知
本人および大学学長に 11月末までに通知する。 

Ⅵ 支給
１月予定。別途連絡する。

Ⅶ 奨学生の義務
卒業後２ヶ月以内に「勉学・研究の概要と現況」（800～1000字）を大
学女性協会東京支部に提出すること。提出のない場合は、奨学金の返
還を求めることがある。「勉学・研究の概要と現況」は、支部会報「とも
しび」に掲載する。同封会報「ともしび」参照のこと。

一般社団法人大学女性協会東京支部は、企業、官公庁などでの就労の後、
大学または大学院で勉学・研究中の女性・性自認女性に奨学金を支給する。
卒業後は再び就業により広く社会に貢献することを条件とする。　

一般社団法人大学女性協会東京支部
支部長　鷲崎千春
〒160-0017　
東京都新宿区左門町11-6 パトリシア信濃町テラス 101 
Tel：03-3358-2882　Fax：03-3358-2889  
Email：jauw@jauw.org  URL：https://www.jauw.org                                     

【問い合わせ先】

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
）

2023年度の東京支部奨学生を募集しています。皆様からもお声がけください。

ホームページでも
ご案内しています。
この QRコードを
ご活用ください。



支
部
長  

鷲
崎
千
春

　

今
年
は
2
0
1
4
年
以
来
の
東
京
で
の
開
催
、理
事
会
主
催

の
総
会
と
な
っ
た
。定
時
会
員
総
会
と
は
議
案
書
に
あ
る
議
事

の
承
認
が
成
さ
れ
る
総
会
を
示
す
。5
月
21
日（
日
）午
前
9
時

半
、出
席
者
65
名
、議
決
権
行
使
書
提
出
者
3
3
4
名
に
よ
り

総
会
が
成
立
、岩
村
会
長
か
ら
こ
の
1
年
を
振
り
返
っ
て
挨

拶
が
あ
っ
た
。第
1
号
議
案
、第
2
号
議
案
の
議
事
が
承
認
さ

れ
、全
国
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
、次
期
総
会
開
催
地
の
お
願

い
等
が
続
い
た
。

　

午
後
、全
国
総
会
へ
と
移
り
、支
部
長
会
の
報
告
、各
委
員
会

報
告
が
な
さ
れ
た
。昨
年
に
続
き「
会
員
増
強
の
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」で
は
山
下
支
部
担
当
理
事
の
リ
ー
ド
で
８
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、20
代
か
ら
70
代
ま
で
各
年
代
別
の
当
会

へ
の
入
会
を
誘
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
案
さ
れ
た
。　

　

総
会
に
先
駆
け
、20
日（
土
）に
は
支
部
長
会（
理
事
・
監
事
と

19
支
部
か
ら
の
支
部
長
出
席
）が
開
か
れ
、各
支
部
独
自
の
活

動
の
取
り
組
み
や
、会
員
数
を
保
持
す
る
た
め
の
様
々
な
工
夫

が
話
さ
れ
た
。若
い
方
に
い
か
に
大
学
女
性
協
会
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
か
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。支
部
長
会
の
あ
と
は
天
平
の
間
に
移
り
、懇
親

会
。受
付
ホ
ー
ル
で
は
収
益
事
業
委
員
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
と
、

『
災
害
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
』の
冊
子
の
申
し
込
み
が
行
わ
れ
た
。

　

会
員
同
士
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
会
食
の
あ
と
、3
人
の
若
い

奏
者
に
よ
る
箏
、十
七
絃
、尺
八
の
邦
楽
演
奏
と
な
っ
た
。解
説

の
佐
野
奈
三
江
先
生
は
、1
9
9
5
年
の
横
浜
国
際
大
会
の
晩

餐
会
で
箏
を
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、当
時
の
会
長
青
木
怜

子
さ
ん
も
駆
け
寄
ら
れ
、ご
縁
を
喜
ん
だ
。22
日（
月
）総
会
締
め

括
り
の
研
修
会
は
、①
東
京
湾
を
巡
る
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
モ
デ
ル
ナ

の
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
、②
歌
舞
伎
座
恒
例
の「
団
菊
祭
五
月
大

歌
舞
伎
」初
代
尾
上
眞
秀（
お
の
え
ま
ほ
ろ
）が
初
舞
台
を
務

め
た
。ど
ち
ら
も
食
事
、内
容
と
も
好
評
で
あ
っ
た
。

第
12
回
定
時
会
員
総
会
・
全
国
総
会
に
出
席
し
て

◉ 

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
「
天
平
」

同
窓
の
つ
な
が
り

(and beyond)中
野 

眞
佐
子

上： 岩村会長    右：懇親会での
箏、十七絃、尺八の邦楽演奏

　
『
と
も
し
び
』の
新
企
画「
点
描
画
」

に
、私
な
ど
が
最
初
の
点
を
描
い
て

い
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
が
、私

だ
か
ら
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
な
お
し
た
。チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
的

な
こ
の
話
を
読
ま
れ
た
方
は
、こ
れ

な
ら
私
も
描
け
る
と
寄
稿
が
殺
到

し
、最
初
の
点
は
あ
っ
と
い
う
間
に

塗
り
重
ね
ら
れ
、素
敵
な
絵
と
な
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

先
日
、新
緑
の
美
し
い
木
々
に
囲

ま
れ
た
素
敵
な
成
城
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
森
山
良
子
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
お
誘
い
い
た
だ
い

た
。こ
れ
は
、「
同
窓
の
日
」い
わ
ゆ
る

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
催
し
で
あ

り
、森
山
さ
ん
は
成
城
学
園
高
校
の

卒
業
生
。立
派
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
は
、老
老
老
若
男
男
女
女
ぐ
ら
い

の
割
合
で
ぎ
っ
し
り
埋
ま
っ
て
い

た
。76
歳
と
お
っ
し
ゃ
る
森
山
さ
ん

は
、信
じ
が
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
歌

唱
力
で
私
達
を
圧
倒
し
た
。し
か
も
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
売
上
は
同
窓
会
に
寄

付
と
い
う
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
精
神
に
も

感
動
。

　

森
山
さ
ん
は
、ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ぺ
ッ

タ
ー
だ
っ
た
父
の
演
奏
を
ず
っ
と
聴

い
て
い
た
の
で
、ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
を

目
指
し
て
い
た
そ
う
だ
。と
こ
ろ
が
、

中
学
3
年
の
時
に
、当
時
の
音
楽
仲
間

の
先
輩
か
ら「
こ
れ
を
聴
い
て
お

け
!
」と
一
枚
の
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド

を
渡
さ
れ
た
。そ
れ
が
フ
ォ
ー
ク
歌
手

へ
の
方
向
転
換
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

デ
ビ
ュ
ー
50
周
年
も
迎
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
レ
コ
ー
ド
は
、ジ
ョ
ー
ン
・
バ

エ
ズ（
今
も
健
在
）の
シ
ン
グ
ル
だ
っ

た
。森
山
さ
ん
が
、「
ね
え
、　

黒
パ

ン
?
」と
会
場
に
い
ら
し
た
そ
の
先
輩

に
問
い
か
け
る
。す
る
と
、「
う
る

せ
ぇ
！
」と
即
反
応
が
。「
う
る
せ
ぇ
、

だ
っ
て
!　

お
ー
怖
!
で
も
、と
て
も

い
い
先
輩
な
ん
で
す
よ
」と
、先
輩
後

輩
な
ら
で
は
の
や
り
取
り
に
、ほ
っ
こ

り
。会
場
全
体
が
見
え
な
い
同
窓
の
糸

で
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
一
体
感

に
溢
れ
、同
窓
生
で
は
な
い
私
に
も
波

及
効
果
が
あ
っ
た
。

　

同
窓
の
優
し
さ
、温
か
さ
を
再
認

識
さ
せ
て
く
れ
る
ひ
と
時
だ
っ
た
。

同
時
に
、同
窓
を
超
え
て
新
た
な
つ

な
が
り
が
広
が
っ
て
い
く
素
晴
ら
し

さ
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
っ
た
。

〈
点
描
画
〉は
会
員
同
士
の

　
気
ま
ま
な
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
す

送
付
先 

： jau
w
.to
kyo
@
g
m
ail.co

m

件
　
名 

： 

点
描
画

暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
こ
と
・

出
逢
っ
た
こ
と
・・・
を
、ご
投
稿
く
だ
さ
い

2023 年 7月 24 日 第 74 号と   も   し   び 〈 8 〉

写真：広報委員会より
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６
月
９
日
（
金
曜
日
）
雨
上

が
り
の
午
後
、
四
谷
三
丁
目
の

事
務
所
会
議
室
で
は
、
い
つ
も

の
よ
う
に
、
水
墨
画
教
室
が
開

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

部
屋
中
に
墨
の
よ
い
香
り
が

漂
っ
て
い
ま
す
。
講
師
の
日
髙

絹
紅
先
生
（
東
京
支
部
会
員
）

が
そ
の
日
に
用
意
さ
れ
た
題
材

は
、
山
形
、
立
石
寺
の
杉
木
立

と
、
水
仙
で
す
。
皆
さ
ん
が
お

手
本
を
見
な
が
ら
、
静
か
に
筆

を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。
先
生
の

ご
指
導
に
よ
っ
て
、
同
じ
お
手

本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
豊
か

な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

毎
年
横
浜
で
開
か
れ
る
社
中

展
に
は
全
員
が
出
品
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
先
生
の
所
属
し
て

い
る
国
際
書
画
連
盟
の
展
覧
会

（
新
国
立
美
術
館
）
に
も
出
品

し
て
、
大
き
な
賞
を
受
け
る
ほ

ど
の
腕
前
の
方
も
い
ま
す
。

　

若
干
名
募
集
中
、
初
心
者
大

歓
迎
。
お
試
し
体
験
も
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、「
と
も
し
び
」

に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

水墨画教室　
サ
ー
ク
ル
紹
介

墨の香りに包まれて静かなときを

飛鳥の太子像　福士 仁三代 コロナ禍での不安と
その先に見える希望

桑折 美子

日髙先生

　

映
画
館
で
映
画
を
観
て 

〝
映
画
談

議
〞 

を
楽
し
む
当
ク
ラ
ブ
。
誕
生
か

ら
２
年
半
、
発
足
時
と
同
じ
顔
ぶ
れ

(

７
名)

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

第
８
回
ク
ラ
ブ
デ
ー
は
、
４
月
25

日
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ラ
ス
ト
シ
ネ
マ

有
楽
町
に
て
フ
ラ
ン
ス
映
画
「
幻
滅
」

を
観
た
後
、
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
、

感
動
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
人
間
喜
劇
」
の

一
遍
を
原
作
と
す
る
本
作
の
舞
台
は

19
世
紀
前
半
の
パ
リ
。
恐
怖
政
治
が

終
わ
り
、
復
活
し
た
宮
廷
貴
族
が
享

楽
的
な
生
活
を
繰
り
広
げ
る
中
で
、

詩
人
と
し
て
成
功
す
る
こ
と
を
夢
見

て
田
舎
か
ら
出
て
き
た
純
朴
な
青
年

が
、
世
俗
に
ま
み
れ
な
が
ら
悪
戦
苦

闘
す
る
物
語
で
す
。
献
身
的
な
恋
人

を
得
、新
聞
記
者
と
し
て
の
栄
光
を

つ
か
み
、
上
流
社
会
へ
の
扉
が
開
か

れ
た
か
に
見
え
た
と
き･･･

。

　

監
督
の
グ
ザ
ビ
ィ
エ･

ジ
ャ
ノ
リ

は
、
学
生
時
代
に
原
作
を
読
ん
だ
と

き
か
ら
映
画
化
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
息
を
つ
か

せ
ぬ
面
白
さ
。

　
「
一
人
一
人
の
人
間
が
よ
く
描
か

れ
て
い
る
わ
よ
ね
」「
一
人
の
貴
族

女
の
気
ま
ぐ
れ
で
、
青
年
の
人
生
変

わ
っ
ち
ゃ
う
の
ね
」「
主
役
の
俳
優
、

ス
タ
イ
ル
も
良
い
し
ハ
ン
サ
ム
！
」

「
で
も
、
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
み
た
い

な
完
璧
な
美
し
さ
じ
ゃ
な
い
わ
」
と
、

お
し
ゃ
べ
り
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
切
り
絵
作
家
の
筑
紫
ゆ

う
な
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
父
様
譲
り

の
映
画
フ
リ
ー
ク
な
ら
で
は
の
、
興

味
深
い
ト
ー
ク
も
加
わ
り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
夕
暮
れ
時
。
名
残
が
尽
き

な
い
中
、
皆
さ
ま
後
ろ
髪
引
か
れ
る

思
い
で
、
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
記
・
安
東
桂
子
）

シネマ通信
第6号（2 0 2 2年1 1月2 7日）

 
J A U W＜映画クラブ＞会報  

 

ザリガニの鳴くところ

監督：オリヴィア・ニューマン
原作：ディーリア･オーエンズ
プロデュース：リース・ウイザースプーン
オリジナルソング：テイラー・スウｲフト
出演：カイア（デイジー・エドガー＝ジョーンズ）
　　　テイト（テイラー・ジョン・スミス）
　　　チェイス（ハリス・ディキンソン）

1969年、米国南部ノースカロライナ州の湿地帯で、地元の
裕福な家に育ち将来を嘱望された青年が、変死体で発見され
た。容疑をかけられたのは、”ザリガニが鳴く”といわれる沼
地で一人で暮らす少女カイアだった。
彼女は6歳の時に両親に捨てられ、学校にも通わず、花、草
木、魚、鳥たちに囲まれ自然から生きる術を学び、静かな
日々を営んできたのだ。そんなカイアを、湿地帯の生態系に
興味を抱くテイトという少年が尋ねてくるようになり、ふた
りは恋に落ちるが･･･。

第6回鑑賞作品

前途有望な青年が
湿地帯で変死

容疑は、そこに暮らす
孤独な少女にかかる

 
少女、

 
 

◉ご案内
隔月開催：
その都度日程、時間、場所を連絡
入会申込、連絡先：
Email: jauw.tokyo@gmail.com
Tel＆Fax : 045-541-2481
（中山正子）

『シネマ通信』
東京支部のホームページにも

掲載しています。

「幻滅」の
リーフレット

映画クラブ　映画の世界をご一緒に

◉ご案内
第２金曜日　
午後１時半～３時半
場所 :ＪＡＵＷ事務所 会議室
講師 :日髙絹子（絹紅）会員
連絡先 : 森川淳子
Tel＆Fax : 045-583-3430

令和二年
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支
部
長 

鷲
崎
千
春

副
支
部
長 
長
谷
川
瑞
穂

書
記 

長
谷
川
瑞
穂　
太
田
惠
子（
新
）

会
計 

菊
地
康
子　
森
川
淳
子

支
部
委
員 
安
東
桂
子　
坂
上
栄
美
子　

　
　
　
　
　
嶋
田
美
惠
子　
進
士
多
佳
子　

　
　
　
　
　
鈴
木
公
江　
中
山
正
子　
宮
下
摩
維
子

会
計
監
査 
佐
々
木
澄
子　
早
川
恵
子

２
０
２
3
年
度  

東
京
支
部
委
員
会

サ
ー
ク
ル
案
内

２
０
２
3
年
度  

東
京
支
部
新
入
会
員

桑
野
啓
子

笹
澤
有
紀
子
（
東
京
女
子
大
学
短
期
大
学
部
）

（
慶
應
義
塾
大
学
）

＊
50
音
順  

＊
敬
称
略  

＊
括
弧
内
は
出
身
校

  

＊
50
音
順  

＊
記
載
後
に
括
弧
の
記
載
が
な
い
委
員
は
再
任

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

水
墨
画
教
室
と
映
画
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、

今
号
で
は
、P
９
に
詳
し
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

伊
藤
智
恵
子
様

２
０
２
３
年
２
月
15
日　
ご
逝
去

JAUW東京支部 見学会

武蔵野文学散歩
& おいしいランチ

定員 :  18名（先着順）　参加費 :  4,500円

申込/問合せ：見学会担当　中山正子
Tel＆Fax：045-541-2481　携帯：090-6514-8135
Email: masako@c02.itscom.net

2023年  9月22日（金）
集合・解散：JR 中央線三鷹駅　

コース：
山本有三記念館▶太宰治文学サロン
▶三鷹市美術ギャラリー太宰治展示室
　　 ランチは「ウィルビウス」（フレンチ）

10 時 30 分～ 15 時

坂
上
栄
美
子　
中
山
律
子

縄
田
眞
紀
子　
松
﨑
和
子

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

＊
敬
称
略

住
所
等
変
更
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
費
未
納
の
方
は
お
早
目
に
お
願

い
し
ま
す
。

91
歳
以
上
の
会
員
の
会
費
は
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
部
長
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

中
野
区
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
支

援
の
た
め
使
用
済
み
切
手
を
事

務
所
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 

支
部
か
ら
の
連
絡

（
編
集
担
当  

嶋
田
、進
士
、安
東
、鈴
木
）

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ

る
編
集
会
議
を
頻
繁
に
開
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。活
動
の
報
告
と
会
員
同

士
の
親
睦
を
深
め
る
ツ
ー
ル
で
あ
る

「
と
も
し
び
」の
、い
っ
そ
う
の
充
実

と
と
も
に
、大
学
女
性
協
会
の
理
念

と
活
動
内
容
を
よ
り
広
く
外
部
の
人

に
も
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
標

で
す
。Ｗ
ｅ
ｂ(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
他)

の
有
効
活
用
、そ
し
て
、「
と
も
し

び
」紙
面
の
刷
新
な
ど
、議
論
を
重

ね
ま
し
た
。今
回
の
74
号
よ
り
、そ

の
成
果
を
徐
々
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ど
う

ぞ
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。

《
編
集
後
記
》

《ともしび》投稿募集

テーマ　：「ITと私」 
原稿題目（見出し）：仮でもOK　字数：800字以内　
記載事項：氏名（ふりがな）　
締め切り：2023年（令和5年）12月25日
掲載予定：『ともしび 』75号（2024年３月発行）

jauw.tokyo@gmail.comEmail：
(一社）大学女性協会 東京支部 ともしび投稿係　

所属支部、住所、連絡先（固定電話/携帯電話）を
記載のうえ、郵送またはメールでご送付ください。

応募
要領

宛先

ITと私
手計算から電卓に、手書きからワープロへ、
そして、すべてがコンピュータになっていった・・・。
この数十年、急速な技術の発達に合わせて、
日常のツールを工夫してきた皆様ならではの
思い出、あるいはお考えなど、どうぞご自由に。

３
万
３
千
円

※「ともしび」掲載内容の転載については事前に事務所までご一報ください。

ともしび 第 74号　発行日：2023 年 7月24日（月）　編集 /発行：一般社団法人 大学女性協会東京支部
〒160-0017 東京都新宿区左門町 11-6 パトリシア信濃町テラス101　Tel : 03-3358-2882　Fax : 03-3358-2889　
Email : jauw@ jauw.org　URL : https://www.jauw.org/works_category/tokyo/
制作協力/印刷：株式会社 繁松

東京支部ホームページ→

「ともしび」バックナンバーも掲載

◉検索「JAUW東京支部」
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